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Press Release 

2023年 4月 12日 

京都大学 iPS細胞研究所（CiRA）とアステラス製薬 

iPS細胞の医療応用を目指し第二期共同研究契約を締結 

 

京都大学 iPS 細胞研究所（所在地：京都市左京区、所長：髙橋 淳、以下「CiRA」）とアステラス製薬株

式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長 CEO：岡村 直樹、以下「アステラス製薬」）は、ヒト人工多

能性幹細胞（iPS 細胞）*1由来の分化細胞・組織の活用をより一層推進し革新的医療ソリューションを創

出するため、第二期共同研究契約を締結しました。 

両者は、第一期（2017年 7 月～2023 年 3 月）において、iPS 細胞の「創薬応用」に関する包括的

な共同研究を実施してきました。第二期では、これまでの取り組みを発展させ、iPS 細胞由来の分化細

胞・組織に関する技術基盤にデジタル技術を組み込み、創薬応用を一層加速し、より広く「医療応用」へ

と発展させるため、以下に取り組みます。 

1. Mahol-A-Ba の活用による、iPS 細胞由来の分化細胞・組織を高品質かつ安定的に作製する技

術基盤の構築 

iPS 細胞を適切な状態で維持し、目的とする細胞へ分化させるためには熟練した研究者の手技や、

経験に基づく判断力が必要です。また、化合物の薬理作用を評価するためには、iPS 細胞から目的の細

胞に分化しているかを確認する、熟練した研究者の観察眼が必要です。そこで、iPS 細胞由来の分化細

胞・組織を高品質かつ安定的に作製する技術基盤を構築します。 

本共同研究のためにロボットおよびＡＩを駆使したアステラス製薬独自の細胞創薬プラットフォーム

「Mahol-A-Ba」*2をCiRAに導入し、Mahol-A-Baを活用したデジタルプロトコル構築による、高品

質かつ再現性の高い分化誘導手法の構築、および分化細胞ライブラリの作製に取り組みます。 
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CiRAに導入した「Mahol-A-Ba」 （こちらから動画をご覧ください） 

 

2. iPS細胞由来の分化細胞・組織を用いた新たな評価系の構築 

iPS 細胞から分化した様々な組織や臓器の細胞は、病気の原因究明や医薬品候補の薬理評価に活用

されています。本共同研究では、先進的な病態モデルや患者個体差を評価できるモデルを構築するこ

とで、臨床予測性をさらに高め、従来の手法では限界のあった疾患に対する医療ソリューションの創出

を目指します。 

3. iPS細胞由来の分化細胞を用いた細胞医療プログラムの創出 

１、２を応用し、新たな細胞医療プログラムの創出や、現在の細胞医療全般に関わる課題（目的の細胞

への効率的な分化方法の確立など）の解決に取り組みます。 

CiRA の高橋淳所長は、「このたび、最先端の創薬基盤技術をもつアステラス製薬と共同研究を締結

できましたことは、iPS 細胞技術を用いた創薬の可能性を広げるための大きな力となります。アステラ

ス製薬に心より感謝申し上げます。この共同研究を通して、さまざまな疾患における創薬、治療法開発

に一日でも早く貢献できますことを期待しています」と述べています。 

アステラス製薬の専務担当役員研究担当、Chief Scientific Officerである志鷹義嗣は、「このた

びの共同研究契約の締結を嬉しく思います。iPS 細胞や細胞医療に関する専門性をもつ CiRA と、創

薬に関するケイパビリティをもつアステラス製薬が連携することで、患者さんへより大きな『価値』を届

けられることを期待しています」と述べています。 

CiRA とアステラス製薬は、iPS 細胞由来の分化細胞・組織の活用をより一層推進し、患者さんの新

たな治療選択肢となる革新的医療ソリューションを創出することで、アンメットメディカルニーズの高い

疾患の治療に貢献していきます。 

 

https://youtu.be/GlIYGSZ4BxU
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*1: iPS細胞についてはこちらをご覧ください（https://www.cira.kyoto-u.ac.jp/j/faq/faq_ips.html） 

*2: アステラス製薬独自の細胞創薬プラットフォーム「Mahol-A-Ba」の詳細はこちらをご覧ください

（https://www.astellas.com/jp/stories/strategy/dx_strategy_series_vol.2） 

以上 

アステラス製薬株式会社について 

アステラス製薬は、世界 70 カ国以上で事業活動を展開している製薬企業です。最先端のバイオロジーやモダリティ／テクノロ

ジーの組み合わせを駆使し、アンメットメディカルニーズの高い疾患に対する革新的な医薬品の創出に取り組んでいます

（Focus Area アプローチ）。さらに、医療用医薬品（Rx）事業で培った強みをベースに、最先端の医療技術と異分野のパート

ナーの技術を融合した製品やサービス（Rx+®）の創出にも挑戦しています。アステラス製薬は、変化する医療の最先端に立ち、

科学の進歩を患者さんの「価値」に変えていきます。アステラス製薬の詳細については、（https://www.astellas.com/jp/）

をご覧ください。 

 

注意事項（アステラス製薬） 

このプレスリリースに記載されている現在の計画、予想、戦略、想定に関する記述およびその他の過去の事実ではない記述は、

アステラス製薬の業績等に関する将来の見通しです。これらの記述は経営陣の現在入手可能な情報に基づく見積りや想定に

よるものであり、既知および未知のリスクと不確実な要素を含んでいます。さまざまな要因によって、これら将来の見通しは実

際の結果と大きく異なる可能性があります。その要因としては、（i）医薬品市場における事業環境の変化および関係法規制の

改正、（ii）為替レートの変動、（iii）新製品発売の遅延、（iv）新製品および既存品の販売活動において期待した成果を得られな

い可能性、（v）競争力のある新薬を継続的に生み出すことができない可能性、（vi）第三者による知的財産の侵害等があります

が、これらに限定されるものではありません。また、このプレスリリースに含まれている医薬品（開発中のものを含む）に関する

情報は、宣伝広告、医学的アドバイスを目的としているものではありません。 

 

 

お問い合わせ先： 

アステラス製薬株式会社 

コーポレートアドボカシー&リレーションズ部 

TEL: 03-3244-3201 

 

京都大学 iPS細胞研究所 

国際広報室 

TEL: 075-366-7005 

https://www.cira.kyoto-u.ac.jp/j/faq/faq_ips.html
https://www.astellas.com/jp/stories/strategy/dx_strategy_series_vol.2
https://www.astellas.com/jp/

